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れて 【pha]となるが, 第二音節の /S孟a′/は常に上
昇型 の トー ンで 発 音 され る｡ すなわち /saa′/は
tstressedsylable"である｡ この様な t-stressed
































発音について疑問な点として, 例えば, ≪本≫ を
























本書は, Ⅰntroduction,本文, 原文 から成る｡
Introductionにおいては, ビルマの諺に関する簡単
な説明のほかに,PoliticalSetting,CulturalSet･
ting,EconomicBackground,SocialEnvironment
について,諺と関連を保ちながら,概略的な説明が加
えられている｡本文におさめられた諺の数は496であ
り,HumanCharacteristics,HumanBehaviour,
HumanRelationships,TheWorld,Man,の五項
目に分離されている｡ 本文にはこれらの諺の英訳と
それらに相当する英語の諺とがあげてあり, 原文は
romanizeされた形で巻末にまとめられている.代表
的な諺は大体カバーされているが,明らかに外国から
の借用であるものや,単なる言葉の遊戯,例え話など
の類は除外されている｡この撰択,分類の基準がやや
あいまいに思われるが,研究書ではないから,やむを
得ないであろう｡
上に述べた様に,ビルマ語を読む際の参考書として
の実用的な意味以外に, 本書 にあげられた原文と英
訳,あるいは英語の諺とを対照すれば,ビルマ語の簡
結な表現法とかいわゆる ｢ビルマ語らしさ｣を理解す
るという意味からも興味の持てる書である｡この点か
ら,巻末にまとめられた原文は,本文の英語と対照し
てあげられていた方がより艮かったであろう｡
(桂満希郎)
william A.Smalley･.OutlineofKhmu?
Structure.AnEssayoftheAmericanOr-
ientalSocietyNo.2.NewHaven,Conneticut,
1961.xix+45p.
クム語はラオス北部を中心に東北タイから北ベ トナ
ムにまで分布するモン･クメール系 (パラウン･ワ語
群)の言語であるが,これまでにこの言語について報
告されることはあまりなかった｡ 本書は著者が1951
-3にルアンプラバン周辺で採録した資料 にもとづ く
OutlineofKhmuStructure(UniversityMicro･
filmsPublication No.17,081.ColumbiaUniv.
dissertation.1956)を僅かに短かくした ものであっ
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